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食塩溶液では濃度 1-2 WjV% で最大摂取量を示し，濃度増大に伴い減少し， 6-8WjV% では全く
摂取しなくなった口鼓索神経反応の積分値は食塩溶液の濃度増大につれ 6WjV% までは急速に大き
くなるが，濃度が 6WjV% をこえると反応の増加度は減少した口すなわち， 鼓索神経反応の浪度一
積分{直曲線が平坦化しはじめる 6WjV% の濃度を乙えると摂取量は全く抑制された。





















舌神経反応の積分値は 2WjV% 以上の食塩溶液を舌に与えた場合誘発されたD 特に食塩溶液の濃
度が 5WjV% 以上になると舌神経反応は極めて著名になり，それにつれて食塩溶液摂取量は強力に
抑制された口すなわち，ラットが約 5WjV% 以上の濃度の食塩捺液を摂取しない機序の背後には，
味覚神経を介する情報のみならず舌神経を介する前記の情報が関与していることが推察できる口
論文の審査結果の要旨
本研究は，基本的四味物質溶液につきラットが大量に摂取する濃度及び摂取を拒否する濃度を決定
し，又各濃度における味覚神経及び舌神経活動を分析したものである。
動物には同一味物質溶液でも特に大量に摂取する濃度と摂取を嫌い拒否する濃度があるが，従来，
この様な選択行動に関与する神経機序については全く不明であった口
本研究結果は次の諸点を明らかにした。すなわち，食塩水溶液と熊糖水溶液の味覚情報は薄い濃度
では摂取を促進する様，脳構造を刺激し，一定濃度以上では摂取行動を抑制する様，脳構造を賦活す
る。酒石酸，塩酸キニーネ水溶液の味覚情報は摂取行動抑制に関与する脳構造をもっぱら賦活する。
また， 4-5WjV% 以上の濃度の食塩水溶液をラットが摂取しない機序の背後に，味覚神経を介する情
報のみならず舌神経を介するある種の情報が関与している。
以上，本研究は味覚情報と味物質溶液摂取行動との関係について重要な知見を得たものであり，極
めて価値ある業績と認める。
よって，本研究者は}荊学博士の学位を得る資格があると認める口
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